
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【請求項２】

【請求項３】
。

【請求項４】
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隠蔽シートとマグカップを用いて当該マグカップに文字、絵柄の隠しメッセージを形成す
る方法であって、
　前記隠蔽シートは、基材シートの上に、常温で隠蔽色となり湯の温度で透明となる色素
を含む少なくとも一層の熱変色性インキが印刷された熱変色性印刷層と、５０～１００℃
の湯の温度で硬化する熱硬化性粘着層と、離型紙が設けられており、
　マグカップ表面に隠しメッセージを描いた後、
　前記隠蔽シートの離型紙を剥離し、前記熱硬化性粘着層をそのメッセージ上にその粘着
力で付着させて当該隠蔽シートを当該メッセージに重ね、その後マグカップに５０～１０
０℃の湯を加えて前記硬化性粘着層を熱硬化さた後、前記基材シートを剥離し、当該熱変
色性印刷層をマグカップ上に形成して前記メッセージを隠蔽し、
　その後、湯をマグカップ内に湯を注いで、前記熱変色印刷層を透明にして、前記マグカ
ップ表面に描かれた文字、絵柄の隠しメッセージを、当該マグカップ表面に浮かび上がら
せる、隠しメッセージの作成方法。

前記隠蔽シートが転写紙である請求項１記載の隠しメッセージの作成方法。

前記隠蔽シートが粘着フィルムである請求項１記載の隠しメッセージの作成方法



【請求項５】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はオリジナルな隠しメッセージの作成方法及びそれに用いる絵付けセットに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
従来、容器等の支持体上に絵付けする方法として特開平８－１０８１３０号に係る技術が
提供されている。これは、支持体表面を合成樹脂で塗工し、当該合成樹脂面を焼き付け加
工し、この焼き付け加工された当該合成樹脂層の塗面を描画面として、当該合成樹脂層に
浸透し染着する浸透性インキを用いて、模様や文字等を描き、当該インキを合成樹脂層に
浸透させて定着させる絵付け方法である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしこの絵付け方法は、浸透性インキを用いて当該浸透性インキを合成樹脂層に浸透さ
せて定着させ、光沢性かつ耐久性のある筆跡を合成樹脂層に形成させる点ではすぐれてい
るとはいうものの、合成樹脂層の塗面に模様や文字等を描くだけにすぎないことから、絵
付け方法として更に興味を引き起こす方法が望まれていた。すなわち、例えば所定の温度
域以外では上記合成樹脂層上にて着色状態で絵付けされた絵柄や文字などが隠されており
、所定の温度域になると上記合成樹脂層が無色状態になり、隠されていた絵柄や文字など
が浮かび上がってくる絵付け方法である。例えば、マグカップ表面の合成樹脂層上に特定
の人物に伝えたいオリジナルの絵柄やメッセージ等の文字を隠し描き、特定の人物がマグ
カップに湯を入れて加熱することで、上記合成樹脂層上に描かれた隠し文字や絵柄などが
現出して、オリジナルの絵柄やメッセージ等を受けとることができる絵付け方法である。
【０００４】
本発明の課題は、マグカップ等の支持体上にオリジナルな隠し文字や絵柄を描くことがで
き、湯等の加熱によって所定の温度域になると、隠されていた絵柄や文字などが浮かび上
がってくるメッセージ作成方法、及び同メッセージ作成方法を達成するための絵付けセッ
トを提供するところにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、上記絵付け方法について鋭意検討した結果、支持体表面に付された文字、絵
柄などのメッセージの上に重ねて、熱変色性インキが印刷された層（以下、熱変色性印刷
層という。）を設けることにより、上記課題を解決することを見いだし本発明を完成する
に至った。すなわち請求項１の発明は、基材シートの上に少なくとも一層の熱変色性イン
キが印刷された層が設けてある隠蔽シートを、支持体上に描かれた文字及び又は絵柄の上
に貼りつける隠しメッセージの作成方法である。
【０００６】
本発明は、支持体の表面に付された文字、絵柄などを簡便に隠しメッセージとすることが
でき、デザイン上の興味をそそることができる。また、メッセージを隠しメッセージとす
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マグカップと、このマグカップ表面に粘着させて５０～１００℃の湯の温度で硬化付着さ
せる隠蔽シートの組み合わせからなる絵付けセットであって、
　上記隠蔽シートは、基材シートの上に、常温で隠蔽色となり湯の温度で透明となる色素
を含む少なくとも一層の熱変色性インキが印刷された熱変色性印刷層と、５０～１００℃
の湯の温度で硬化する熱硬化性粘着層と、離型紙が設けられている、絵付けセット。

基材シートの上に、常温で隠蔽色となり湯の温度で透明となる色素を含む少なくとも一層
の熱変色性インキが印刷された熱変色性印刷層と、マグカップ表面に粘着し且つ５０～１
００℃の湯の温度で硬化する熱硬化性粘着層と、離型紙が設けられている、隠しメッセー
ジ作成用隠蔽シート。



る処理（以下、隠し処理と略記する。）は、あらかじめ付された文字絵柄の上に重ねてす
ることができるため、オリジナルメッセージや既製のメッセージを問わずに隠し処理を施
すことができる。請求項２の発明は、支持体上にオリジナルな文字及び又は絵柄を描き、
その上に請求項１記載の隠蔽シートを貼りつける請求項１記載の隠しメッセージの作成方
法である。
【０００７】
本発明の隠し処理をするために必要となる隠蔽シートは、その着色剤が熱変色性の着色剤
でできていることが必要であり、かつ、温度変化によって、隠蔽性のある色彩から、無色
透明あるいは有色透明になることが必要である。粘着性シートに要求される条件としては
他には存在せず、その塗工過程の方法などは一切限定されるものではない。例えば、隠蔽
シートとして離型性を有する基材上に少なくとも一層の熱変色性印刷層、熱硬化性あるい
は紫外線硬化性粘着層及び、離型剤層を設けた転写紙を用い、メッセージ上に転写し、隠
し処理を施すことによっても本発明は達成することができる。請求項３の発明は、請求項
１記載の隠蔽シートが転写紙である請求項１記載の隠しメッセージの作成方法である。
【０００８】
また、本発明で用いられる隠蔽シートには粘着フィルムを用いることもできる。例えば既
述のように転写紙を用いて隠し処理を行った場合、隠し処理をやめ、熱変色層を剥がす必
要があるときは多少困難を有するが、粘着フィルムを用いた場合は使用に際して多少差し
障りとなるおそれがあるが、熱変色層を簡単に剥がすことができる利点を有する。ここで
、粘着フィルムは、例えば、基材上に熱変色性印刷層を設けその上に粘着層を設けること
により製造される。また、例えば、本発明の粘着フィルムは、請求項３の転写紙の基材を
剥がさずに用いた場合も含まれる。請求項４の発明は、請求項１記載の隠蔽シートが粘着
フィルムである請求項１又は２記載の隠しメッセージの作成方法である。
【０００９】
本発明のメッセージ作成方法はオリジナルなメッセージを作ることができ、かつ隠し処理
も簡便に行うことができる点に特徴を有する。すなわち、メッセージの上に印刷層を施す
従来の方法は、印刷に設備を必要とし、購入者が独自に隠し処理を施すことができないた
め、メッセージ自体も既製のものとする必要があった。しかしながら、本発明は隠し処理
を独自に行うことができるため、購入者が設備を必要とすることなしに家庭などでオリジ
ナルなメッセージ作成し、それを隠しメッセージとすることができる有利な効果がある。
したがって、本発明のメッセージ作成方法を実施するため、少なくとも支持体及び、隠蔽
シートの組み合わせを要素とする絵付けセットは、オリジナルメッセージを購入者が独自
に隠し処理をすることができる従来なかった特筆すべき効果を有するものである。請求項
５の発明は、少なくとも請求項１記載の支持体と、請求項１に記載の少なくとも一層の熱
変色性インキが印刷された層が設けてある隠蔽シートを必須の組み合わせ要素とする絵付
けセットである。
【００１０】
本発明のメッセージ作成方法は隠蔽シートがある程度の付着強さを有して付着するもので
あれば、その支持体すなわち被塗物に対して特に限定されるものではなく、金属、木材、
ガラス、セラミック、プラスチック、布などの繊維などその材料は問わず、あらゆる材料
についてあらゆる用途で使用することができる。本発明の具体的な使用例として好適な支
持体としては、マグカップが挙げられ、マグカップに付されたメッセージ上に隠し処理を
おこなう。すなわち、マグカップはマグカップ内に温かい飲料を注ぐことにより、その熱
によって本発明の受像体形成面が変色し、文字などが現出するおもしろさを効果的に発揮
することができるものとして好ましい。また、通常、金属や陶器、合成樹脂などを材料と
するマグカップは隠蔽シートの付着強さも確保しやすく好適である。請求項６の発明は、
支持体が陶器製又は合成樹脂製又は金属製コップである請求項５記載の絵付けセットであ
る。
【００１１】
本発明のメッセージ作成方法は、オリジナルな隠しメッセージを簡単に作ることができ、
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また、メッセージが施された支持体には加熱によって隠しメッセージが現出する面白さを
有する。請求項７の発明は、請求項１乃至４のいずれかに記載の隠しメッセージが作成さ
れた隠しメッセージの作成方法用支持体である。
【００１２】
本発明の隠しメッセージ作成方法に用いる隠蔽シートは支持体表面に付されたメッセージ
を簡単に隠し処理することができ、支持体表面の装飾をより興味深くさせる効果を有する
ものである。請求項８の発明は、基材シートの上に少なくとも一層の熱変色性インキが印
刷された層が設けられた隠しメッセージの作成方法用隠蔽シートである。
【００１３】
【発明の実施の形態】
本発明は、基材シートの上に少なくとも一層の熱変色性インキが印刷された層が設けてあ
る隠蔽シートを支持体上に付された文字及び又は絵柄を描いた上層に貼りつけることによ
る隠しメッセージの作成方法に関するものである。
【００１４】
本発明で用いられる隠蔽シートとは、少なくとも一層の熱変色性インキが印刷された層が
設けてあるものであって、例えば常温で不透明な彩色を有し隠蔽性があるが、温度変化域
においては無色あるいは透明に変色することが必要である。隠蔽色の彩色は特に限定され
るものではなく、例えば黒などの一色でもよいし、何らかの絵柄を付したものであっても
よい。
【００１５】
また、隠蔽シートとしては転写紙であっても粘着フィルムであってもよい。本発明でいう
転写紙とは、加熱あるいは紫外線照射等により、設けられた粘着層を固化することによっ
て、その上に設けられた熱変色性印刷層を支持体に付着させるものであって、その基材を
剥離するものをいう。一方、粘着フィルムとは、加熱、加圧、紫外線照射などの処理によ
り、設けられた粘着層と支持体との粘着力よって、粘着層上に設けられた熱変色性印刷層
を支持体に付着させるものであって、基材を剥離しないものをいう。両者の主な相違は基
材を剥離するかしないかによるものであり、転写紙を用いてその基材を剥離しない場合は
粘着フィルムとして用いることを含むものとする。なお、粘着フィルムの場合は、基材シ
ートは透明であることが必要である。
【００１６】
隠蔽シートとしては転写紙及び粘着フィルムともに各種公知のものを使用することができ
るが、特開平７－３２７９７または、特開平７－１８６５９７号の転写紙が好適に使用で
き、中でも熱硬化性粘着層を用いた特開平７－３２７９７号の転写紙が最適である。
【００１７】
支持体の表面に付される文字または絵柄はその描画手段において特に限定されるものでは
ない。例えば、公知のサインペン、クレヨンなどの描画材を用いたものでもよく、スクリ
ーン印刷、オフセット印刷など公知の方法によって印刷されたものでもよい。また、その
際用いられるインキは支持体にしっかりと付着するものであれば、特に限定されるもので
はなく、公知のものを広く用いることができる。したがって、支持体の材質などに応じた
ものを用いることが必要である。但し、後述するように、転写紙を付着する手段として加
熱を用いる場合は、付着性を維持できる程度の耐熱性を必要とする。
【００１８】
支持体としてはその材質、用途に限定されるものではなくガラス、陶磁器、金属のほか、
合成樹脂、ホーロー、紙類、金属、木材など各種の材料又は製品を使用できる。特に、既
述の様に、マグカップ、ガラスコップ、湯飲み、皿、プレート等の食器や、タイル、合成
樹脂フィルム・シートや紙、布類などが好適である。また、メッセージの支持体への付着
力を向上させるために、支持体への接着力の高い樹脂層を付してその上にメッセージを付
すこともできる。
【００１９】
本発明のメッセージ作成方法は次の過程により達成される。図１は支持体表面にメッセー
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ジが付された状態を示す図である。図中の１は支持体表面、２はメッセージを表す。メッ
セージ２は既述のとおり、印刷された既製のものでもよく、例えば絵付けセットを購入し
たものが付したオリジナルなものであってもよい。
【００２０】
図２は図１に示す支持体の上に重ねて隠蔽シートを貼りつけた状態を示すものである。図
中の３は隠蔽シートを表している。この状態では例えば常温では隠蔽シートが不透明色の
隠蔽性を有しているため、メッセージ２は視認できない。
【００２１】
既述のように隠蔽シートとして好ましいものは、熱硬化性の粘着層を有した転写紙が挙げ
られ、これは図３ (c)の構造を有する。図３中３１は基材シート、３２は熱変色性印刷層
、３３は熱硬化性粘着層、３４は離型紙を表している。その製造法方としては次のものが
例示できる。まず、基材シート３１上に熱変色性印刷層３２を印刷する（図３ (a)）。熱
変色性印刷層は特にその色彩、絵柄は限定されるものではないが、不透明の隠蔽色となっ
ており、加熱することによって透明又は半透明等になることが必要である。この点で、熱
変色性印刷層３２は、常温－加熱間において可逆的な変色を呈するものが望ましいが、不
可逆的な熱変色性印刷層であっても適用される。また、隠蔽色から透明になる温度領域に
ついては、常温で隠蔽色となり、８０℃程度の加熱時に透明となるものが好ましいが特に
限定されるものではない。この熱変色性印刷層３２を形成する手段は、公知の熱変色性イ
ンキを公知の印刷技術によって達成することができる。なお、熱変色性印刷層３２を複数
設けることによって、加熱時の温度領域の違いにより一定の温度領域で一層が消色し、更
に加熱することで二層とも透明となるようにすることも可能である。その後、熱変色性印
刷層３２上に重ねて、熱硬化性粘着層３３を塗布する（図３ (b)）。熱硬化性樹脂は特に
限定されるものではないが、硬化温度が５０～１００℃程度であることが好ましい。さら
に、使用の便宜のために熱硬化性粘着層３３上に離型紙を付す（図３ (c)）。
【００２２】
図４は転写紙を支持体に転写する手順を示したものである。まず転写紙の離型紙３４を剥
離し (a)、メッセージ２を付した支持体１上に重ねる (b)。その後支持体１を加熱すること
によって熱硬化性粘着層を硬化させ (c)、基材シートを剥離すれば熱変色性印刷層がメッ
セージ上に重ねて転写できる。
【００２３】
図５は上記のようにして付した隠蔽シートを加熱した結果、隠蔽シートが透明となり、支
持体に付されたメッセージが現出した状態を示したものである。
【００２４】
【実施例】
（実施例１）
基材シート上にエポキシアクリレート樹脂を含有する熱変色性インキで印刷し、その上層
に熱硬化性粘着層を設け、さらに離型紙を貼り合わせて熱変色性印刷層を含む転写紙を作
成した。
また、マグカップに市販のマーキングペン（サクラクレパス社製　商品名「サクラペンタ
ッチ」）で文字を書き、文字の上に転写紙を離型紙を剥がして貼りつけた後、マグカップ
内に熱湯を注ぎ熱変色性印刷層をマグカップに付した。
その後、基材シートを剥がして、図６のように隠しメッセージを得た。
図マグカップ内に湯を注ぎ再加熱すると、図７のように隠しメッセージが現出し、メッセ
ージを視認することができた。
【００２５】
（実施例２）
基材シート上に紫外線硬化性樹脂を含有する熱変色性インキで印刷し、紫外線照射により
固化した上に熱硬化性粘着層を設け、さらに離型紙を貼り合わせて熱変色性印刷層を含む
転写紙を作成した。
また、マグカップに市販のマーキングペン（サクラクレパス社製　商品名「サクラペンタ
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ッチ」）で文字を書き、文字の上に転写紙を離型紙を剥がして貼りつけた後、マグカップ
内に熱湯を注ぎ熱変色性印刷層をマグカップに付した。
その後、基材シートを剥がして、図６のように隠しメッセージを得た。
図マグカップ内に湯を注ぎ再加熱すると、図７のように隠しメッセージが現出し、メッセ
ージを視認することができた。
【００２６】
（実施例３）
透明の基材シート上にエポキシアクリレート樹脂を含有する熱変色性インキを用いて印刷
し、その上層に粘着剤を塗布して粘着フィルムを作成した。
また、マグカップに市販のマーキングペン（サクラクレパス社製　商品名「サクラペンタ
ッチ」）で文字を書き、文字の上に粘着フィルム貼りつけて、図６のように隠しメッセー
ジを得た。
マグカップ内に湯を注ぎ加熱すると、図７のように隠しメッセージが現出し、メッセージ
を視認することができた。
マグカップが冷却した後、粘着フィルムはきれいに剥がすことができ、マグカップに付さ
れた文字は剥離することなく、きれいな状態で視認することができた。
【００２７】
【発明の効果】
本発明は、隠しメッセージの作成方法及び、その方法に用いる絵付けセットである。本発
明によれば、メッセージを簡単に隠しメッセージとすることができる。例えば、マグカッ
プ等の表面に描かれた文字や絵柄を隠し処理することで、湯等の加熱によって所定の温度
域になると、隠されていた絵柄や文字などが浮かび上がるおもしろさを有する。従って、
この付された隠し文字又は絵柄等のある陶磁器製のマグカップを特定又は不特定の相手方
にプレゼントすれば、当該相手方がコップに湯等を入れるなどして使用した時にメッセー
ジ等がコップ表面に浮かび上がり、相手方に伝達することができる。因って、従来には全
くない面白さの絵付けとすることができ、使用者の遊び心をくすぐり、著しく興味を引き
起こす。また、特に、本発明によると、付されたメッセージの隠し処理は簡単にでき、特
別な設備も必要としないため、本発明の絵付けセットを用いると、家庭などで簡単にオリ
ジナルなメッセージが作成でき、一層面白さを与えるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】支持体表面にメッセージが付された状態を示す要部拡大断面図である。
【図２】メッセージを付した支持体に隠蔽シートを重ねて隠し処理を行った状態を示す要
部拡大断面図である。
【図３】転写紙の一作成手順例を示す図である。
【図４】支持体表面に転写紙を用いた隠し処理の一手順例を示す図である。
【図５】粘着テープが透明になることによりメッセージが現出した状態を示す要部拡大断
面図である。
【図６】マグカップに付されたメッセージが隠しメッセージとなっている状態を示したも
のである。
【図７】マグカップに付された隠しメッセージが現出した状態を示す図である。
【符号の説明】
１　支持体表面
２　メッセージ塗膜
３　隠蔽シート
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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